
 

４月に入り、学校では新学期が始まります。出会いと別

れの季節に子どもたちは新たな環境へのワクワクやクラ

ス替えへの寂しさなど様々な心境を伝えてくれています。

新しい環境に期待が膨らむ一方、不安

や緊張を感じるお子さまもおられると

思います。れいんぼーではお子さまの素直な気持ちに耳を傾け、リラックスして過ごせる

環境作りにより一層力を入れようと考えています。今年度もよろしくお願い致します。 

さて、今号では３月の活動の様子を振り返ります。どうぞお楽しみ下さい。 

 

３月のお誕生日会 

３月２８日(火)に２名のお友達を祝うお誕生日会を開催しました。主役の子にプレゼ

ントを贈呈し、「おめでとう」の声をかけたあとは、今回も事前にリクエストを聞き取った

おやつをいただきました。リクエスト式に変えてから、みんながそれ

ぞれ好物を食べられるようになり、とても好評です。おやつのあと

は「空気砲ストラックアウト」というゲームをしました。ペットボトルで

作った手作り空気砲で的を狙う遊びで、空気砲はなかなかの威力が

あり、みんなのテンションも上がり気味で楽しんでいました。 

 

春休みのおでかけ 

コロナ渦も収束に近づき、れいんぼーでは待ちに待ったおでかけを再開しました。おでかけではみんなの

心から楽しそうな笑顔を見ることができ、職員も企画して良かったと嬉しい気持ちでいっぱいになりました。   

それでは、おでかけの様子をそれぞれご紹介致します。 

〇チキンラーメンファクトリーにてチキンラーメン作りに挑戦しました。機械を用いて粉

から作る本格的な内容で、生地を練ったり麺を切ったりと貴重な体験ができました。作っ

たラーメンは持ち帰りができ、お家に持って帰りました。自分でいちから作ったラーメン

は特別美味しいものに仕上がったのではと思います。 

〇冬休みに引き続き春休みも紫金山公園に遊びに行きました。気温も

あたたかく、薄着で元気いっぱい遊ぶことができました。滑り台やお

にごっこなど、たくさん身体を動かして遊んだことでリフレッシュにも

つながり、遊びのあとはみんなすっきりとした表情でした。 

〇ドミノピザアカデミーに参加しました。店員さんに教えてもらいなが

ら、生地を伸ばすとこからトッピングまでして、本物のピザ屋さんにな

ったかのような体験ができました。作ったピザはれいんぼーに持ち帰

って、みんなでお昼ご飯に美味しく召し上がりました。 

〇ラウンドワンにてボウリング大会を開催しました。ボウリングは初めてという子も多か

ったですが、回数をこなしていくうちにどんどん上達し、たくさんピンを倒せたときはみ

んなで拍手して喜びを分かち合い、大盛り上がりの大会となりました。 



 

３月の活動プログラムより 

３月の工作プログラムは、探検カードを作りました。クリアファイ

ルに油性ペンで好きな絵を描き、それに黒い画用紙を挟んで、フ

ァイルと黒画用紙の間に白の画用紙で作った懐中電灯を差し込む

と絵が浮かび上がる、不思議なイラストが完成しました。海の生き

物を描くと、まるで海中を探検しているような作品になりました。 

料理プログラムでは、揚げパンを作りました。今回は包丁の練

習することを目標に、包丁で食パンを切りました。切った食パンに

油を塗ってトースターで焼き、きな粉をかけると、油で揚げなくて

もサクサク美味しい揚げパンが完成しました。壁に包丁の使い方

や料理工程を写真で貼り出し、それを見て安全に取り組めました。 

英語プログラムではwhere is it?という題名で、もの探しゲ

ームをしました。職員が「where is it?」と物の写真をみせ、教室

内からそれを探すゲームで、見つけた時には「Ｈere!(ここだ

よ！)」と返すことで、英語でのやりとりを学ぶことができました。 

音楽プログラムは、まねっこリズムをしました。順番交代で一人

ずつ前に立ち、その子のダンスをみんなが真似する遊びで、後半

になるにつれてみんなのテンションは上がっていき、最終的には

ジャンプや駆け足など、とても元気な動きになっていました。 

ドラムレッスンでは、「三つずつ叩こう」という題名でドラム演奏

では基礎となるリズムを覚えました。叩く順番を頭で考えながら

同時に身体も使い、できたときには達成感を感じ、発達を促す良

いレッスンになったのではと思います。 

運動プログラム・ゲーム大会では、瞬間移動ゲームや座ってフリ

スビー、新聞島などみんなで協力したり競い合う遊びに加え、段

ボールキャタピラやバスケットゴール、お団子作りゲームなどみん

なの輪の中にいながらも個人で楽しむ遊びなど、同じ集団活動の

中でも様々な形で楽しんでいます。また、今月は新しく「おなかに

乗せて歩きましょう」という運動プログラムを取り入れました。両

手両足を床につけて歩くというバランスや体幹が求められる難し

い遊びでしたが、みんな「しんどい！」と言いながらも上手でした。 


